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は じ め に

イン ド独立後,1957年 以降,イ ン ド連邦のジャム ・カ

シ ミール州に属することとなったラダック地方は1),そ

の 人口約20万 人の大部分がチベヅト仏教の信奉者たる,

いわゆるラマ教徒である。 その地域内にヘ ミ寺院(He-

mis;LehGum-pa)・ シャンカール(ShankarGum-pa)

・アルチ(Alchi)。 テ ィクシェ(Thiksey;Tikse)等 を

はじめとして,180か 寺 にも及ぶ寺院が存するといわれ

ている。その文化の様式 ・生活の実際も古いチベ ットの

色彩を保存し,今 日,西チベットもしくは小チベ ットと呼

ぼれているのである。住民の大部分がチベット系民族,

もしくはチベヅト系混血であるにはせよ,千 数百年の長

きに亘ってチベ ット仏教を基盤とする文化と伝統がこの

地V'受 けつがれている事は一種,注 目す べ き事実であ

る。今 日ではこの地域の中心地レー(Leh)と 中共治下チ

ベ ット自治区の主都市で あ る ラサ(Lha .sa)間 にLa=

dakh-Lha-saTradeRouteカ ミ開かれているが,地 域的に

はチベ ットの中心圏ウ(Dbus)地 方に対して,遙 かに西

に位置し,む しろ回教圏に近く,事 実,そ の歴史のなか

で,数 度に亘ってイスラム教徒の侵入を受け,時 にはラ

マ教寺院V'多 大 の打撃を被 り,あ るいはシーク教徒Y'よ

って征服併呑を余儀なくされる等の事実があった。それ

にもかかわらず,今 日,厳 としてラマ教圏として,チ ベ

ット仏教を保持し得ている所以のものは何辺v'あ るので

あろ うか。特に,チ ベヅト地域が1950年 の中共によるチ

ベット解放軍の侵入以降,中 共領チベ ット自治 区 とな

り,ラ マ教徒V'と って精神的支柱である第14世 の現ダラ

イがラサのポタラ(Potala)宮 殿を離れてインドV'亡命

中である現在,政 治的地域区分からはイン ド領であるラ

ダヅクの地が,宗 教的には回教もヒンズー教も受容する

ことなく,ラ マ教の伝統を受継いでいる事実は刮 目すべ

きであろう。

本稿においてはこのようなラダックにおけるチベ ット

仏教の実態 歴史的変遷の一端にふれ,そ れY'1...よって,

ラ ダックにおけるチベット仏教継承の根拠を究明しよう

とするものである。

<1)

ラ ダ ック地 方 の 行政 的 変遷 は初 期 の 吐蕃 王朝 へ の隷 属

の時 代,中 期 の 独 立 期 そ し て後 期 す なわ ち19世 紀Y'入

・
って イギ リス 領 イン ドへ の編 入 を 見,イ ン ド独 立 後 の 今

日,イ ン ド領 の ジ ャム ・カ シ ミー ル州 に 編 入 され,イ ン

ド連 邦Y'併 合 され た現 在 の状'IY到 った ま で の三 期 に 分

け る こ とが 出 来 よ う。

ラ ダ ッ ク地 方 そ の も の の歴史 が 何 時 か ら始 ま っ た の

か,平 均 標 高4,000mYom.近 い 荒 蕪 の地7y,ど の よ うに し

て 人 び とが住 み つ き生 活 し,文 化 を持 っ よ うに な った の

か を史 書 の上 で これ を 明 確 にす る こ とは 困 難 で あ る が,

そ の 出発 点 は吐 蕃 王 朝 が いわ ゆ る有 史 時代 に入 った 頃 と

考 え て よい で あろ う。 そ し て,吐 蕃 と の交 流 に つ い て

は,チ ベ ッ ト開 国 の 王,ソ ン ツ ェ ン ガ ムポ(Sron-btsan

sgam-po,-649)が そ の使 節 トン ミサ ムボ ー タ(Ton-mi

sam-bho.to)等 を イ ン ド)'TYI.._派遣 し,イ ン ド文 化 の吸 収Y'

当 らせ た こ とは 広 く知 られ る史 実 で あ るが,ト ン ミ等 が

帰 国 後,作 成 し た今 日 のチ ベ ッ ト文 字 は ネ パ ール文 字 で

あ る ラ ン ツ ァ(Lantsha,Lan-tsa)体 と カ チ ェ(Kha=

che)す なわ ち,カ シ ミール の 文 字 を 模倣 して作 られ た

といわ れ,ま た,ト ン ミサ ムボ ー タ が派 遣 され た イ ン ド

の 地 が,``ラ ダ ッ ク年 代 記(La-dwagsrgya1.rabs)"の

記 述 に よ る と,

Thon-miA-nuhi-bulagser-bre-ganbskurtas,yig-

hkhor-bcu-drugdan-bcaste,kha-cheryi-gerslobto

titan-no.・ ・・…Bod-skaddanbstunnasgsal-byedni-

cu-rtsa-bshidrugrinsbcosnasgsum-bcumdsad.

Gshanyankha-chena-ga-rihiyi-gedanbstunnas

bsgyur-ro.2>

トン ミ,す なわ ち ア ヌ の子 息 を黄 金1テ を たず さx..,

16名 の従 者 と共 に カ シ ミール へ 文 字 を学 ぶ た めY'派 遣

し た。 … … チベ ッ ト文 字 に ふ さわ し き よ う,24文 字 の

子 音 と,6文 字 のtinsとYYVよ り30文 字 を 作 り,そ れ ら

は更 に また,カ シ ミー ル のナ ガ ラ文 字 に よ りて,決 定
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した の で あ った 。

と あ って,カ シ ミール地 方 とな っ て い るか ら,ラ サ か らカ

シ ミー ルヘ トン ミサ ムボ ー タが 向 っ た とす れ ば,あ る い

は ラ ダ ッ ク地 方 を そ の往 還 に 通過 し た とも考 え られ,ソ

ン ツ ェン の時 代V',す でY'当 時 の 吐蕃 の ウ と ラダ ッ クの

問 に直 接 的 で は な い)'Yし ろ,交 流 の 事 実 が あ った とも思

}xる の で あ る
。 か くて,ラ ダ ックの 吐 蕃 隷 属 期 が6世 紀

末 か ら7世 紀 に 掛 け て始 ま った とし て,そ の 最 盛 の 時期

は ソ ン ツ ェ ンを 去 る こと約100年,吐 蕃 王 期 の 隆 昌期 で

あ った テ ィ ソンデ ツ ェン(Khri-sronlde-brtsan,754-

797)の 時 代 と推 測 され る。 な ぜ な らぽ,テ ィソン 治下

'に お け る 吐 蕃 の版 図 は そ の西 方 に お い て
,パ ミール高 原

を は る か に越 え て ア ラ ビラ ・トル コ等 と境 を 接 し た とい

わ れ て い るか ら,当 然,そ の領 域 内 に ラ ダ ッ ク地 方 も含

まれ て い た と考 え られ る の で あ る3)。

しか しな が ら,チ ベ ッ ト史 に顕 著 な ラン ダル マ(Glan

dar-ma)の 排 仏 事件 と,そ の後 ラ ン ダル マ が 弑せ ら

れ,チ ベ ッ ト王統 の 断絶 を 見,チ ベ ッ ト本 土V'各 豪族 の

抬 頭 し た い わ ゆ る 戦 国時 代 が 招 来 され た9世 紀 末 頃 か

ら,吐 蕃 王 朝 の武 力 的束 縛 を離 れ た ラ ダ ックは 独 自の道

を 歩み 出 し た の で あ った 。 す な わ ち,中 央 チ ベ ッ トの武

力 的 崩壊 が 各 地 に 豪族 の抬 頭 を許 した の と同 じ形 態 で,

ラ ダ ッ クを 含 む 西 方 チベ ッ ト'yl..は中 央 チ ベ ッ ト,ウ か ら

離 れ,ガ リ(Mnah-ris)地 方 とし て,1つ の 自治 区的 形

態 を整 え,ウ ・ツ ァン(Gtsah)に 対 す る別 個 の地 域 と し

て独 立 の形 を作 り出 し,そ れ に 伴 っ て ラ ダ ッ クの独 立 も

形 成 され た と見 る べ き で あ ろ う。

ガ リ地 方 の独 立 的 形 態 は,ラ ン ダル マ の 子,ウ ス ン

(Hod-sruns,842-870)の 出 現 に よっ て始 め られ た 。

ガ リ地 方 を 構 成 す る地 域 区分 は ラ ダ ッ ク ・グゲ(Gu-ge)

・マ ン ユ ル(Man -yul)・ プ ラン(Spu-raps)で あ るが,

これ ら の うち,グ ゲが 最 も強 力 で あ り,西 チ ベ ヅ ト,ガ

リ地 方 の 中 心 を な し てい た 。"ラ ダ ック年 代 記"の 記 す

と こ ろY'よ る と,当 初 す なわ ち,ウ ス ン の孫,キ デ ニ マ

ゴソ(Skyid-1deni-ma-mgon,900-930)の 頃 まで は,

ラ ダ ッ クは バ プ ゴ(Bab-sgo)と サ ポ ラ(Sas-po-1a)間

の 台地 を 境 と して,上 部 ラ ダ ヅ ク(La-dwagsstGd)と

下 部 ラ ダ ヅ ク(S:mad.rnams)に2分 され,前 者 は ゲ サ

ル(Gesar)の 子 孫4)に よっ て維 持 され,後 者 は 更 に幾

つ か の 独 立 公 国 に 分 割 さ れ て いた5)。 そ の後,ニ マ ゴン

の 息 子達 の 時 代 とな っ て,

srasgsumni,lha-chendpal-gyi-mgon,bar-pa,

bkra-'sis-mgon,chun-baユde-gtsug-mgondangsum-

mo.de-nassrasgsumla'mnah-risso-sorgtanste,

the-badpal-gyi-mgon-Iamnah-rismar-yules)

(ニ マ ゴン)の 息子 は3人 居 り,(長 兄 は)ラ チ ェン

ペ ギ ゴン で あ り,次 兄 が タ シ ゴ ン,末 弟 が テ ツ クゴ ン

の3人 で あ った。 彼(ニ マ ゴ ン)は,(こ れ ら)3人

の 息 子達 に ガ リ地方 を それ ぞ れ 与 え,長 男 のべ ギ ゴ ン

に は ガ リの マ ル ユ ル を(与 え)云 々… …

とあ る よ うY',ガ リの地 全 域 が ウ ス ンの 孫,ニ マ ゴ ンの

時 代 に はす で に彼 の治 下Y'入 って い た こ とが 知 られ るの

で あ る7)。

か くて 吐 蕃 王 朝 の断 絶lyl..伴って 成 立 した ラ ダ ッ クの独

立 は,こ の 頃,チ ベ ッ ト全ICY=亘 って 出 現 し た 群雄 割拠

の形 態 の1つ の 現わ れ とし て,ガ リ地 方 が 中 央 チ ベ ッ

ト,ウ か ら分 離 し,ガ リ地 方 の 一部 とし て の ラ ダ ッ クの

独 立 とい う形 で 成 り立 った もの で あっ た 。 しか も,ウ ス

ン の 出 現 に よっ て 見 られ る よ うY',ガ リ地 方 一帯 の な か

で,グ ゲ ・プ ラン ・マ ン ユ ル等 と一 体 とな って 相 互V'関

連 し 合 い な が ら,い わ ぽ ガ リ王 国 の 一 地 方 州 の よ うな立

場IYL.立っ て,そ の治 世 が 行 わ れ た もの で あ ろ う。

(2)

中 央 チ ベ ッ トの武 力 的 束 縛 か ら離 れ て,独 立 の形 態 を

保 っ た ラダ ヅ クは19世 紀 の 前 半 に ドグ ラ(Dogra)戦 争に

敗 れ,グ ー ラプ ・シ ン(GulabSing)に 征服 され る まで

の 約 千 年 の 間,ラ マ教 を中 心 と した 文 化 を形 成 し,そ し

て,独 自の教 義 も そ の地 域 全 般Y'侵 透 し て,今 日の いわ

ゆ る 小 チ ベ ッ トを作 り上 げ て来 た の で あ る。 が,そ の

間,全 く平 穏 な時 期 を 過 した わ け で は な く,数 度 に亘 っ

て異 教 徒 の侵 入 を受 け,彼 等 の 信奉 す る宗 教 を維 持 す る

こと を 阻 げ ら れた ので あ った 。

独 立 期 の ラ ダ ック の人 人 が 最初 に経 験 した 戦い は1531

年 の カ シxガ ル(Kashgar)と の もの で あ っ た。 カ シ ュ

ガ ル は 現在,中 華 人民 共 和 国 と ソ ビエ ト連 邦 の 国境 に近

く,中 国 の 最 西端,新 彊 ウ イグ ル 自治 区 内 に あ り,古 く

中 国 の史 書 で 疏 勒 国 と呼 ぼ れ る地 で あ る。 唐 末か ら宋 代

に か け イス ラ ム化 され,元 代V'は そ の支 配 下 に あ っ た

が,元 朝 滅 亡 後 は カシ ュガ ル ・ハ ン国 とし て,独 立 した

イス ラ ム王 国 を 形 成 した 。 清 代 に な って も,清 朝 に対 す

る 反 抗 は 強 く,し ば し ば,イ ス ラ ム教 徒 に よる独 立 運 動

も展 開 され た 。``ラ ダ ッ ク年 代 記"に は,こ の カ シ ュガ

ル と ラ ダ ッ ク との 戦 いY'"つ い て,

horgyidmagbyizn-balahthab=bashor-man-pobsad,

rnam-rgyal-rtse-mormgon-khanbshensnas,hor

gyirothams-cadmgon-poliishahs-hogtomnan8>.

蒙 古(カ シ ュガ ル)の 軍 隊 が 侵 入 して来 た の に対 し て,

22)
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(タ シナ ムゲ 王 は)多 くの蒙 古 軍 を 打 殺 し,ナ ムゲ ツ

ェモ に 仏 殿 を建 立 して,総 ての 蒙 古 兵 の死 体 を(そ の

仏 殿 に 祀 る)仏 の御 足 下 に埋 め た の で あ る 。

と,戦 い は ラ ダ ッ クの一 方 的 勝 利 に 終 った よ うに簡 単 に

記 し て い るが,``ラ ダ ッ ク年 代 記"の 英 訳老 で あ る フ ラ

ソヶ(Francke)は 自 ら も ラ ダ ッ ク遠 征 の 経 験 老 で あ る

ノ・イ ダ ル ・ ミー ルザ ー(HaidarNTirza)の 著 述 で あ る ラ

シ ー ドの歴 史(Ta'rikhi-Rashidi)を 引用 し て,タ シナ

ム ゲ は トル コ の軍 隊 に よ っ て,恐 ら く1532年,殺 され た

ので あ ろ うと 述べ てい る。 事 実 が フラ ンケ の推 測 の通 り

で あ る とす れ ぽ,時 の 国 王 が 異 教徒 で あ る トル コ系 モス

ラ ムに よ って 討 ち と られ た こ の 戦 い は,ラ ダ ッ ク)'YY`とっ

て,重 大 な 危 機 を 招 い た もの と云わ な くて は な らな い で

あ ろ う。

次 に ラ ダ ックが経 験 し た 異教 徒 との戦 い は17世 紀 初

頭,ム ガ ール(Mugha1)朝 傘 下 の バ ル ーチ ス タ ン(Ba=

ユuchistan)に よる侵 入 で あ った 。 す なわ ち,セ ン ゲナ ム

ゲ(Sen-ge-rnam-rgyal,1590-1635)治 下 の ラ ダ ッ ク

に 対 し,南 蒙 古 の一 地 方 で あ るベ ーチ(Sbal.ti)の 王 ,

ア ダ ム カ ン('Adam-mkhan)が 侵 入 し て きた ので あ っ

た 。 この 戦 い で は べ ー チ軍 の武 力 は非 常 に強 大 で,グ ゲ

を は じめ とす る各 地 の 王 は 廃 され,ま た 捕 わ れ な ど し,

侵 入 は ガ リ地 方 に 留 ま らず,中 央 チ ベ ッ ト,ウ な らび に

ツ ァン(Gtsan)の 地 に まで及 び,ウ ・ツ ァ ン地 方 の 王,

デ パ ツ ァン パ(Sde-pagtsan-pa)の 攻口きは ラバ 数駄 の

金銀 ・茶等 を ア ダ ムカ ン に献 じた とい わ れ て い る。 た

だ,``ラ ダ ッ ク年 代 記"が 報 じ てい る と ころ に よる と,

この争 乱 の間 に あ っ て,セ ン ゲ のみ は,ア ダ ムカ ンY'対

し て大 いY'恭 順 の意 を表 し,ラ ダ ックの地 に そ の軍 隊 と

も ども戻 る こ とを許 され,マ ンユ ル を は じ め とし て グ ゲ

・プ ラ ン等 東 方 一 帯 の地 を そ の 版 図 とす る王 位 につ き
,

金 鉱 採 掘 権 等 を も手 中 に 収 め,ラ ダ ヅ クの地 は逆 に 拡 大

され 繁 栄 した と,こ の 戦 乱 の 結 末 を 目出度 く 結 ん で い

る9)。 セ ンゲ ナ ムゲ が,ど の よ うな手 段 に よ っ て身 の安

泰 を 得 た の か,``年 代 記'V'い うthugs-hgu(thugs-rngu

喜 び の 心,満 足 の気 持)と は ア ダ ム カン に対 し て具 体 的

に どの よ うな表 現 とな った の か不 明 で あ るが,ト ゥ ッチ

(Tucci)も 述 べ て い る如 く10),ラ サ(Lha.sa)の ポ タ

ラ(Potala)宮 殿 と時 を 同 じ くし て,ラ ダ ッ ク王 の宮 殿

が セ ンゲ に よ って建 設 され た こ と,な らびV'ヘ ミ(He-

mis)の 僧 院 もセ ンゲ に よっ て建 立 され た と云 わ れ て い

る等 の事 柄 か ら見 る限 り,セ ン ゲナ ム ゲ は ラダ ッ クY'と

っ て は歴 朝 特 筆 大 書 す べ き偉 大 な る王 で あ り,そ の政 治

的 手 腕 に も秀 で た もの を 持 った 王 で あ った の で あろ う。

が,そ の事 と は別 に,ラ ダ ック地 域 に と って,イ ス ラ ム

系 蒙 古 の大 軍 が そ の地 に 侵 入 し た 事 は,兎 も角 もラ ダ ッ

ク史 上,大 き な危 機 を 示 す もの で あ った で あ ろ う。

ラダ ッ クへ の次 の侵 寇 は,セ ソゲ の 孫 に 当 る ラチ ェン

デ レ クナ ムゲ(Lha-chenBde-legs-rnam-rgyal,1645-

80)の 治 下V'起 った も ので あ った 。 この 争 乱 は,も と も

と ブ ー タ ン(Bhutan,Lho-hbrug)と チ ベ ッ トとの 間 の

確 執 に よ っ て 出発 し た 。 当 時,チ ベ ッ トは5代 ダ ラ イ ・

ロサ ンギ ャム ツ ォ(Blo-bsan-rgya-mtsho,1617-1682)

の 時 代 で,5代 が蒙 古 王 ・固実 汗 か ら主 権 を 贈 られ,法

王 即 国 王 の形 態 が確 立 した,ダ ラ イ ・ラ マ(DalaiBla

ma)制 の樹 立 し た 時期 で あ った 。 こ の争 いに ラ ダ ックが

参 劃 した理 由 は,当 時 の ブ ー タ ン の長 老 ラ マが 同時 に ラ

ダ ッ ク王 の 指導 僧 で も あ った 事 か ら,ラ ダ ック は ブ ー タ

ン と共 に チ ベ ッ トに対 し て事 を 構 え る こ と と な った 。 た

また ま,こ の時,ガ ンデ ン(Dgah.]dan)寺Y'ツ ェ ワン

(Tshe-dban)と 称 す る蒙 古 人(Sog-po)の ラ マが 居 り,

推 さ れ て還 俗 の上,戦 闘 の指 揮 官 とな っ て,蒙 古 軍 な ら

び に 強 力 な チ ベ ッ ト軍 隊 を率 い て ラ ダ ッ クに 侵 入 し た 。

一 方 ,ラ ダ ヅ ク王 は カ シ ミー ルY'援 軍 を 依 頼 した の で,

各 地 の軍 隊 が入 り交 り,3か 年Y'亘 る大 激 戦 とな った の

で あ っ た 。この 戦 い の 結 末 に つ い て,``ラ ダ ッ ク年 代 記"

に よれ ば,戦 火 が3年 の 長 きに 亘 る膠着 の 状 態 に 陥 った

事 と,こ れ 以上 それ が 拡 大 す る こ とを恐 れ た ラサ 政 府 が

ラ ダ ッ ク王 の許{YL..使を 送 り和 平 を す す め,ラ ダ ッ ク王 も

これV'同 意 した 。 そ して,終 戦 処 理 に伴 って さ まざ まな

通 商 上 の取 決 め が 行 わ れ,ま た ラダ ッ クの 地 域 区分 に っ

い て は,か つ て,キ ィデ ニマ ゴ ン が3人 の息 子V'そ の 地

を 分 割 し て与xた 状 態 に 戻 す こ と,但 し この こ とV'つ い

て,チ ベ ッ ト政 府 とし て は,ガ リの地 と カシ ミール が 境

界 を 接 す る こ とy>抹 の不 安 を 感 じ て い た 。 す なわ ち,

bodnan-padan>kha-chulphyi-ba-sogsniphyi

nangichos-lugsso-sor,dgrawinpas,sa-mtshams

sula-dwags-rgyal-pomabdenaybodmibde-ba11>,

チ ベ ヅ トは仏 教 国 で あ り,カ シ ミー ル は非 仏 教 国 で あ

る。 非 仏 教 と仏 教 とで は それ ぞれ 教 え が 異 るも の で あ

る。(相 互 の)敵 意Y>¥...よっ て,そ の境 界 にっ い て ラ ダ

ッ ク王 が 平穏 を保 て な い こ とと なれ ば,チ ベ ッ トも平

穏 で は あ り得 な い。

と,異 教 徒 に よ る ラ ダ ッ クへ の侵 入 が 直 接 的 に 中央 チ ベ

ッ ト,ウ の危 機 で も あ る こ とを 指 摘 して い る12)。

ラ ダ ッ クが そ の勢 力 下 に領 有 ・併 呑 さ れ ざ るを得 な か

つ た〕戦 い は ジ ャ ム(Jammu)の シ ー ク教 徒(Dogra)と

の争 い で あ った 。 こ の戦 い は1834年 か ら前 後8年 間 に も

(23)
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亘って行われ,そ の内容については``ラダ ック年代言己'

に詳しく触れている13)。ただ,こ の侵入の実際について

は諸説異なるところがあるので,``ラ ダヅク年代記"の

校訂者フランケは``年 代記"の 説ならびにカ ニソ ガ ム

(Cunningham)そ して,ド グラ戦争Y'参 戦の経験者であ

るツェタン(Tshe.brtan)老 人の体験談の三説を比較紹

介している14)。が この戦いの結末については,三 説 とも

殆んど全同で,``年 代記"で は貿易上の協定 と境界が確

定した こと,ツ ェタンは捕虜の交換が行われたこと,カ

ニンガムはラダヅクとラサ,す なわちチベットとの古い

境界が再び確認されたこと等をそれぞれ,そ の結末 とし

ている。

(3)

ラダックがその独立期に異教徒の侵入とい う地域的 ・

国家的危機に直面した事実について,``ラ ダック年代記"

をはじめとする各史料は,そ れがラダッタに伝わるラマ

教にとって,宗 教的危機であったというような点Y'は 殆

んど触れていない。わずかV',ド グ ラ戦争の折,ヘ ミ僧

院が食料・軍馬の提供等で協力した事実を述べる15)の み

で,こ れらの戦乱がラダックに伝わるラマ),r`.与えた影

響等には言及していない○が事実,ラ ダックへの異教徒

の侵入のなかで,ラ マ教はその寺院 ・教団もしくは教義

への弾圧を何等蒙ることなく過し得たのであろうか。

そもそも,ラ ダックと仏教の関係であるが,カ ニンガ

ムはその著``Ladak"に おいて,B.C.250の 頃,A"soka王

の時代に,す でにラダヅクにおいては仏教がprevailing

religion(流 布 された宗教)で あったと述べている16)。

また,4世 紀,東 晋代,長 安を発ってインドに求法の旅

を行った法顕の旅行記によれぽ,当 時,ラ ダヅク地域一

帯に仏教が盛んであったことa告 されているとも述べ

ている17)。そ して,上 述の如く,ソ ンツェンの時代のチ

ベ ヅトがカシ ミール地方と交流があった事が事実であっ

た以上,何 等かの形でチベットとラダックは交流を持っ

たと考xら れるのである。さらに,8世 紀後半にはチソ

ン治下のチベ ットの版図中にラダックが含まれていた事

も推測されるので,同 じく,何 等かの形でラダックはチ

ベット仏教の影響を受けた と考xて よいであろう。そし

て,ラ ンダルマの破仏Yyよ って中央チベットを追われた

ラマ達がラダックV'逃れ,チ ベッr仏 教を将来した事は

十分考xら れる。また,10世 紀におけるキデニマゴン治

下のラダックの統治形態は上述の如 く明確にすることが

出来るのである。ところが,10世 紀から16世 紀 のカシュ

ガール侵入前までの500年 間に亘るラダックの歴史は殆

ん ど不明であるのが事実である。このラダヅクにおける

歴史的ブランクを埋めることは頗る困難な事業であろう

が,そ の作業を推し進める一助として,こ の間,す なわ

ちインドにおける末期の仏教の歴史 と,チ ベットの歴史

によって,こ れらとラダックとの交流を推測することは

可能であろう。

法顕がイン ドに旅した頃の4世 紀以降のインド仏教の

歴史は大乗にっいていえぽすなわち密教史であり,そ の

推移は次の如 くであった。

4世 紀の頃

7嚇 己初頭

7世紀中葉
7世紀末
パ ー ラ(Pala)

王朝治下

8世紀

1203

初期の密教経典成立

密教の始祖竜猛(Nagarjuna)出 現

西南インドで大日経成立

東南インドで金剛頂経成立

密教の隆昌期(8世 紀 中葉から12世 紀

末まで)

左道密教の創始者インドラブーティ

(lndrabhuti)出 現

密教の根本道場ヴィクラマシーヲ

(Vikrama"sila)が 回教徒V'破 壊 され・

インド仏教は急速に衰微した。

一方,10世 紀から16世 紀Y'か けてのチベット仏教の動き

を同じようY'表示すれぽ,

10世 紀 中葉

同じ頃

同じ頃

13世 紀中葉

同じ頃

13世 紀末

同じ頃

14世 紀 中葉

同L頃

14世 紀 末

15世 紀末

17世 紀初頭

リ ンチ ェン(Rin-chenbzan-po)カ ミ秘

密 教 を復 興 した

コル レ(Hkhor-re)王 統 をつ ぎ即 位 し

王 統 の 一 時 的復 興 な る

ア テ ィシ ャ(Atisa)入 蔵

ク ビ ラ イ(Khubilai,忽 必 烈)の チ ベ

ッ ト制 圧

パ クパ(Hphags-pa)帝 室 の 国 師 とな

る

プ トン(Bu-stdn)出 生

パ クパ,ク ビ ラ イ よ り主 権 を 贈 られ,

サ キ ャ(Sa-skya)王 朝 成 立

ツ ォソ カ バ(Btson-kha-pa)出 生(-

1419)

元 滅 亡

ツ ォン カバ の 宗教 改革

初 代 ダ ライ,法 王 即 帝 王 とな り,実 質

的 法 王 制 成 立

清 朝 成 立

以上の如 きインド・チベット両仏教がラダック地方Y'対

して何等かの影響を与えた とすれば,イ ン ド仏教につい

て云}る ことは,ラ ダックの地に密教が伝播した という

ことである。法顕の時代,す でj'YYI...ラダ ックー帯に仏教が

``流行 の宗教"で あ
ったとすれぽ,ま さy,〉その仏教は密

教であったであろう。ラダック仏教がイン ド密教とラン

ダルマの破仏Y'よ るチベヅトの逃避僧によるラマ教の混

沌によって成立したと云われる所以のもの で あ る。 一

(24)
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方,チ ベット仏教との交流については,パ サムジュンサ

ン(Dpag.bsam-ljon-lzan)に はサキャパの祖と仰がれ

ているタン トリス トビルーパ(Virupa)が マンユルを三

度,訪 問した事が記されている18)。17世紀 は,そ の初頭

にヘ ミの大寺院も建立されたいわぽ,ラ ダック仏教の黄

金時代 と呼ぶべき時期であろうが,こ の頃になると,チ

ベヅト史料にツァン(Gtsan)王 が西方ラダック王セソゲ

ナムゲと干戈を交えなけれぽならなかった事,5代 ダラ

イの摂政サンゲギャムツォ(Sans-rgyasrgyasmtsho)

がゲルクパ(Dge.1ugs-pa)に 抵抗したセンゲナムゲの

息子デデソナムゲ(Bde.ldanrnam-rgya1)と 戦わねば

ならなかった事19)等政治的交 りがあったと記録されてい

るが,し かしながら,同 じ頃,チ ベット仏教史の上で,

特筆すべきツォンカバによる改革仏教の出現やダライラ

マ制の成立が14・15世 紀 のラダックY'ど のような影響を

与えたのか,あ るいは何等影響するところがなかったの

か等,総 じて,チ ベットとラダックが直接的にラマ教を

媒体として交流した事実を史料の上で読みとることが出

来ないのが現実なのである。兎も角も,ラ ンダルマの破

仏事件後,中 央チベットから亡命したラマ僧達によって

伝播されたチベヅト仏教が,そ の後,今 日まで千百余年

の長きに亘ってラダックの地で,そ の土地な りY'保持 さ

れ受け継がれて,他 民族 ・異教徒の数度YL.亘る侵入にも

拘らず,今 日のラダックの地V'継 承 され得た理由は奈辺

にあるのであろうか。

考えられる理由の第1は,ラ ダックー帯の地域におけ

る王ならびに居住民のチベット民族に対する民族的連帯

感であろう。 ラダック地域における住民が,そ の始祖を

チベット民族に置 くことは,た とえ,歴 史的Y'如 何 なる

経緯をたどってチベヅト民族の一部がこの地に定住する

ようになったのかが不明であるG'は せ よ,問 題のない事

実であろう20)。そしてこのことが,彼 等のチベット民族

としての意識がラマ教を支},異 民族の宗教であるヒン

ズー教やシーク教を拒否し得た一つの理由であろう。第

2に,イ ンド密教の下地がラマ教の受容を容易V'し たの

ではなかろうか。上述の如く,ア シ ョカの時代までさか

のぼる事には問題があるG>1...はせ よ,隣 接のカシ ミールの

地 との接触によって,末 期の大乗仏教である密教に接し

た事が,ラ マ教の秘密教的色彩Y',染 まることを彼等は

躊躇なく受け入れたのではなかろうか。ラマ教のなかで

も,ツ ォンカバによる改革以前のタン トリックな,呪 術

的要素の濃い宗教に彼等は心の平安を求めた ので あ ろ

う。このことが,旧 教紅帽派に属するヘ ミ僧院がラダッ

クY'唯 一のものであれ,最 大の寺院として君臨し得てい

る理由であろう。少なくとも,彼 等 ラダヅクの人々にと

っては,一 切の偶像を否定する回教の如き宗教は好みの

宗教とはな り得なかったのであろう。第3Y`,ラ ダック
¢

を中心とするこの辺り一帯すなわち,ガ リ地方の行政的

立地条件を挙げることが出来よう。前述の如 く,ガ リ地

方はグゲ ・マンユル ・プーランそしてマルユルの4部 を

もって形成された。そして之等の4部,4つ の国ぐには

相互に関連し合い,時 には互いに支配し,隷 属し合いな

がらも共存して来たのであった。この事が他民族の侵入

YTL.対して全面的な壊滅をまぬがれるとい う結果を齎した

のであろう。そして,そ のなかで,チ ベット伝来のラマ

教の灯をこの地域一帯に絶えることなく点し得たのでは

なかろうか。

お わ り に

ラダックにおけるチベヅト仏教の展開を追 尾 す る上

で,障 害となる事の第1は ラダック地域の歴史的境界規

定であろう。第2Y`チ ベ ット仏教 との交流の歴史の不明

確さ。第3に ラダヅクの歴史そのものについて,現 段階

では不明の個処が余 りY'も多すぎること。これらの障害

の上に立って,ラ ダヅクY`け るチベット仏教を究明し

ようとすれぽ,そ の大半は推論の域を出ないものに終 ら

ざるを得ないであろう。事実,本 稿の記述もその大部分

は推測を中心 としてなされた。Petetch,Cunningham,

Francke等,現 地を踏査した上で各種の基本的資料を駆

使した労作が世V'送 られ,特Y`Franckeの 如 きは``ラ ダ

ック年代記"原 本の校訂英訳ならびに詳細な註記を附し

た大著を出版した。しかしながら,之 等の資料に基づい

て,ラ ダックにおけるチベット仏教の究明を行おうとし

ても,な おかっ,不 明の点は多々存すると云わざるを得

ない。

今日の時点で,イ ソド領ジャム・カシ ミール州に属す

るラダヅク地域にラマ教が保持され,そ の地域が小チベ

ットと呼ぽれている現実から,こ の地域におけるラマ教

の沿革を探ねたいと願 うことは当然の欲求であろうが,

逆 にラマ教自体やチベットそのものにとっては,ラ ダッ

クという地域が特別な場処ではなく,チ ベットの一部で

あり,ラ マ教圏の一環なのであろう。だからこそ,チ ベ

ット側の資料Y'よ っても,そ こでの歴史的出来事は,チ

ベ ットそのものの,或 いは一地域の出来事としてしか受

取っていないのである。このような点からも,ラ ダック

におけるチベヅト仏教の展開を究明することは,す なわ

ちチベット仏教そのものの展開を究明す ることとなるの

であろう。ラダックの地域的歴史について,更 に厳密な

(25)
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検討を加xる と同時に,チ ベット仏教そのものの地域的

考究を行 うことが,ラ ダックのラマ教探究の重要な方途

となるのである。

註

1)ラ ダ ッ ク と呼 ば れ る地 名 はチ ベ ッ ト語 で1ま1a・dwagsで あ

・ るが
,さ ら に,ラ ダ ッ ク地 方 を指 す か,こ の地 域 を含 め る

地 域 に対 す る呼 称 としてmar・yul,man-yulが あ る。A.

H.Franckeの 見 解 に よる と,``Ladakh,thePersian

transliterationoftheTibetanLa-dvags・ ・・….Mar-yul

andMan-yulincludeUpperandLowerLadakh,Nu-

bra,Zans-dkar,etc."(AntiquitiesofIndianTibet

vol.IIp.93-94)と あ り,RoerichはDeb-therの 英 訳本

中 で,Man-yul(UpperofGtsah)(TheBlueAnnals

P・42)と して い る。Das,Jasckheは と も にそ の 蔵英 辞 典

でMar-yu1=La-dwagsと し,Man-yul=adirtrictin

theupperTibetborderingNepalと 説 明 して い る 。

Franckeは ま た,``… …intheShehinscriptionsthe

wordmnah-risisusedinclusiveofthewholeofLa=

dakh(同 上 本p.93)と も記 してV・ る。 現 在 の 行 政 上 の 区
ゆ ニ

分か らV・えば,イ ン ド領,Jammu-Kashmir州 内の一部 で

中華人民共和国のチベ ッ ト自治区 ならび に新彊 自治区 と境

を接 してい る地域 であるこ とを理解出来 るが,ラ ダ ックの

歴史の変遷 に伴 って,ラ ダ ックの境域 を明確 にす る こ と

は,特 にチベ ットとの関係 において困難であ り,今 後,究

明すべ き重要な問題であろ う。

2)A.H.Francke校 訂本p.31

3)Deb-then(東 洋文庫所 蔵本21a)に よる と,Khri-sron代,

彼の教えの友 として彼 の輔弱 に当ったGsalIsnapが 同 じ

Mnah-ris内 のMan-yulに2か 寺 を建立 した事 実が記 され

てい るが,こ のこ ともまた,問 接的で はあるにせよ,ラ ダ

ックと吐蕃 の交流 の可能性 を示 してマ・る。
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